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◉火
か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

新潟県十日町市 笹山遺跡出土　
縄文時代（中期）・前3000～前2000年
新潟・十日町市蔵（十日町市博物館保管）
写真：小川忠博

力強い立体的な装飾の陰に隠れた器
形の美しさも魅力です

◉土
ど

偶
ぐう

 縄
じょう

文
もん

のビーナス
長野県茅野市 棚畑遺跡出土　
縄文時代（中期）・前3000～前2000年
長野・茅野市蔵
（茅野市尖石縄文考古館保管）
展示期間：7月31日（火）～ 9月2日（日）

粘土に混ぜた雲母粒と丁寧な磨き
できらきらと光る様子も優美です

　美術工芸品として900件近くある日本の国宝のなかで、縄文時代の出土品は
たったの6件。しかも初めて国宝に指定されたのが平成7年（1995）と歴史が
浅く、近年になって縄文時代への社会的、文化的な関心や評価が高まってきた
ことを示しています。本展では縄文の美の極みともいえる、これらの国宝6件す
べてが初めて勢ぞろいします（うち2件は7月31日〈火〉から展示）。
　縄文時代初の国宝は「土

ど

偶
ぐう

 縄
じょう

文
もん

のビーナス」。妊婦を表したその造形は、豊
穣や子孫繁栄を願う縄文人の祈りを体現したものです。柔らかな曲線を連ねた
ような優美な姿は当時の女性の理想像でもあったのでしょう。一方、本展の顔役
を担うのが火

か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

。一般には、「縄文土器といえば火焰型土器」とさえ思わ
せるほどに強烈な存在感を放っています。燃え上がる焰を思わせる口縁部の大小
の突起の連なりや、胴部を這うように巡らされる渦

うず

巻
まき

文
もん

が見どころです。
　特別展期間中、トーハクには「縄文の美」があふれています。ぜひこの機会に
お出かけください。 （品川欣也）

東京国立博物館・フィラデルフィア美術館交流企画特別展

「マルセル・デュシャン
 と日本美術」
ありふれたものに価値を見出す

特別展

「縄文－1万年の美の鼓動」
縄文の国宝6件、初めて勢ぞろい！

7月3日㊋
▼

9月2日㊐
      平成館 
特別展示室

　「自転車の車輪」は、最初のレディメイド作品として知
られ、デュシャンがなんとなく車輪を回して眺めているとき
に、思いついたといいます。作者が精魂込めて作り上げた
1点限りの「芸術作品」とは異なる「レディメイド」は美術
界を揺るがせ、目に映る美しさや技巧の素晴らしさだけに
とらわれない価値観を新しく生み出しました。
　一方、日本の黒楽茶碗は、薄暗い茶室ではほとんど見
えない黒い器です。目に映るかたちの美よりも、そのもの
がもつ美意識や価値観を愛でるものともいえるでしょう。
このようにデュシャンの作品と日本の造形とには、共通
点を見出すことができるかも知れません。 （松嶋雅人）

自転車の車輪  マルセル・デュシャン
1964年（1913 年のオリジナルの複製）
フィラデルフィア美術館蔵

デュシャンは、車輪が回転しているの
を見て和やかな気分になるとのこと

黒楽茶碗  銘むかし咄
ばなし

長次郎　
安土桃山時代・16世紀

ほのかな湯の温かみを目
ではなく「てのひら」に感
じる黒の器

10月2日㊋
▼

12月9日㊐
平成館

特別展示室
1室・2室

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

観覧料：一般1,600円（1,300円）、大学生1,200円（900円）、高校生900円（600円） ＊（　）内は20名以上の団体
料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）／
お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイトhttp://jomon-kodo.jp/

観覧料：一般 1,400円（1,200円）、大学生 1,000円（800円）、高校生 800円（600円） 
＊（　）内は前売・20名以上の団体料金。中学生以下無料　＊障がい者とその介護者 1名
は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください） ＊前売券は 8月24日（金）から
10月1日（月）まで、東京国立博物館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式サ
イト、各種プレイガイドにて販売／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会
公式サイトhttps://artexhibition.jp/kaikei-jokei2018/

「マルセル・デュシャンと日本美術」と「京都 大報恩寺　快慶・定慶のみほとけ」の2展セット券（一般2,000円、前売一般1,800円）を、8月10日（金）から販売

特別展

「京都 大報恩寺
 快慶・定慶のみほとけ」
秘仏本尊、トーハクで
寺外初公開！

◎釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

行快作　鎌倉時代・13世紀　 

京都・大報恩寺蔵

切れ長の目が凛々しさを感じさせ
る、イケメン仏です

　大
だい

報
ほう

恩
おん

寺
じ

の本堂のご本尊は、秘仏の釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

です。作者は行
ぎょう

快
かい

。
ご存知ない方も多いかもしれませんが、鎌倉時代の名匠快

かい

慶
けい

が信頼を寄せ
た一番弟子です。昨年、国宝に指定された大阪・金

こん

剛
ごう

寺
じ

の不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

坐
ざ

像
ぞう

は
修理中に像内から墨書が見つかり、行快作であることがわかりました。この
他にも、近年、続 と々行快作の仏像が見つかっており、要注目の仏師である
ことは間違いありません。行快代表作の本像、初の寺外公開にご期待くだ
さい。 （皿井舞）

10月2日㊋
▼

12月9日㊐
平成館

特別展示室
3室・4室

観覧料：一般1,200円（1,000円 /900円）、大学生900円（700円 /600円）、高校生700円（500円 /400円） ＊（　）
内は前売 / 20名以上の団体料金、中学生以下無料　＊障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者
手帳などをご提示ください）　＊前売券は 8月24日（金）から10月1日（月）まで、東京国立博物館正門チケット
売り場（窓口、開館日のみ）、展覧会公式サイト、各種プレイガイドにて販売／お問合せ：03-5777-8600（ハロー
ダイヤル）／展覧会公式サイトhttp://www.duchamp2018.jp/

右： Philadelphia Museum of Art: Gift of the Galleria Schwarz d'Arte, Milan, 1964   © Association Marcel Duchamp / ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2018 G1413

関連イベント 　
①記念講演会「デュシャンの本質」
日時：10月6日（土）13:30～ 15:00（13:00開場）
講師：マシュー・アフロン（フィラデルフィア美術館学芸員） ※同時通訳付（講演は英語で行われます）

②トークショー「デュシャンの向こうに日本がみえる。」
日時：10月16日（火）14:00～ 15:00（13:30開場）　講師：山田五郎（評論家）×松嶋雅人（当館研究員）
会場：平成館大講堂  定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。半券でも可）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、（1）希望する講演会の番号（①②いずれか）、（2）参加者全員（2名まで）の
氏名・ふりがな、（3）代表者の郵便番号・住所、（4）代表者の電話番号を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏
名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
申込先：〒110-8712  東京都台東区上野公園13-9  東京国立博物館教育講座室  デュシャン展イベント（①②いずれか）係
申込締切：① 9月3日（月）必着  ② 9月10日（月）必着

関連イベント 　
記念講演会①
「千本釈迦堂・大報恩寺の歴史」
日時：10月12日（金）13:30～15:00（13:00開場）
講師：菊入諒如（千本釈迦堂 大報恩寺住職）

記念講演会②
「大報恩寺のみほとけ  運慶次世代
の仏師と京都」
日時：11月18日（日） 13:30～15:00（13:00開場）
講師：皿井舞（絵画・彫刻室主任研究員）
会場：平成館大講堂  定員：380名（事前申
込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必
要。半券でも可）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、（1）
希望する講演会の番号（①②いずれか）、（2）参
加者全員（2名まで）の氏名・ふりがな、（3）代表
者の郵便番号・住所、（4）代表者の電話番号を、
「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名
を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
申込先：〒150-8551 東京都渋谷区渋谷1-3-9

ヒューリック渋谷1丁目ビル３F

ユース・プラニング センター内「快慶・定慶展」
記念講演会（①②いずれか）係
申込締切：①9月4日（火）必着   ②10月9日（火）必着

In f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

表紙の写真は本作品の一部です。

れ
た
器
物
が
下
賜
さ
れ
た
り
、
宮
廷
か
ら

出
て
ゆ
く
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
指
を

1
本
欠
い
た
り
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
紹
介

し
た
堆
朱
合
子
に
表
さ
れ
た
龍
は
5
本
指

を
広
げ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
こ
の
堆
朱

合
子
も
北
京
の
紫し

禁き
ん

城じ
ょ
う（
現
在
の
故こ

宮き
ゅ
う

博は
く

物ぶ
つ

院い
ん

）の
ど
こ
か
で
皇
帝
の
身
辺
に
置
か
れ

て
い
た
情
景
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
龍
は
皇
帝
の
権
威
を
象

徴
す
る
架
空
動
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か

え
っ
て
文
化
大
革
命
の
時
期
に
は
十
二

支
か
ら
外
さ
れ
て
、
代
わ
り
に
パ
ン
ダ
を

入
れ
よ
う
と
す
る
珍
事
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
真
相
は
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の

の
、
十
二
支
の
龍
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
し

た
が
、
中
国
代
表
の
地
位
は
パ
ン
ダ
に
譲

ら
れ
た
の
で
し
た
。 

（
猪
熊
兼
樹
）

塗
り
重
ね
て
、
蓋
表
に
龍
の
す
が
た
を
彫

り
表
し
た
円
形
の
容
器
で
す
。
裏
面
に
は

「
大だ
い

明み
ん

宣せ
ん

徳と
く

年ね
ん

製
」と
い
う
銘
が
あ
り
、
明

時
代
の
宣
徳
年
間（
1
4
2
6
〜
3
5
）

に
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
本
作

品
の
よ
う
な
暗
い
色
調
の
朱
漆
は
宣
徳
年

間
の
漆
器
の
特
徴
で
す
。
龍
の
周
囲
に
は

雲
気
が
立
ち
込
め
て
お
り
、
合
子
の
側
面

に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
龍
は
身
体
を
捩よ
じ

ら
せ
て
、
両
手
両
足
の
指
を
広
げ
て
、
火か

焰え
ん

宝ほ
う

珠じ
ゅ
を
摑
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
龍
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
蛇
を
も
と

に
創
造
さ
れ
た
空
想
獣
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
漢か
ん

時
代
に
は
龍
の
九き
ゅ
う

似じ

と
い
っ
て
、

身
体
の
各
部
に
つ
い
て
、
頭
は
駱ら
く

駝だ

、
目

は
兎う
さ
ぎ

、
角
は
鹿
、
耳
は
牛
、
首
は
蛇
、
鱗

は
魚
、
腹
は
蜃し
ん（
中
国
の
空
想
獣
）、
手
は

虎
、
爪
は
鷹
に
似
て
い
る
と
い
う
九
つ
の

特
徴
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
注
目
す
べ
き
は

爪
の
数
で
す
。
鷹
は
4
本
爪
な
の
で
、
龍

も
4
本
爪
だ
っ
た
の
で
す
が
、
宋そ
う

時
代
か

ら
元げ
ん

時
代
に
か
け
て
、
皇
帝
の
権
力
が
高

ま
っ
て
く
る
と
、
皇
帝
が
用
い
る
龍
の
図

様
は
5
本
爪
と
定
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

五ご

爪そ
う

の
龍
で
す
。
そ
し
て
五
爪
龍
が
表
さ

　
先
日
、
当
館
の
隣
に
あ
る
上
野
動
物
園

で
は
、
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
が
1
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
こ
と
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

が
生
ま
れ
て
か
ら
、
そ
の
成
長
に
は
あ
た

た
か
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

日
で
は
、
中
国
を
代
表
す
る
動
物
は
パ
ン

ダ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
龍
が

中
国
を
代
表
し
て
い
た
の
で
し
た
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
作
品
は
、
龍
の
図
様

を
表
し
た
漆
器
で
す
。
朱
漆
を
幾
層
に
も

雲
うん

龍
りゅう

堆
つい

朱
しゅ

合
ごう

子
す

「大明宣徳年製」銘　
中国　明時代・宣徳年間（1426～35）

「大明宣徳年製」銘

『東京国立博物館ニュース』
名品スタンプ

★設置場所：東洋館インフォメーション
★設置期間：8月1日（水）～9月30日（日）
＊記念品付きの「名品スタンプラリー」
   は終了しました。

今   号  の 名  品  
2018年8‐9月号

雲
う ん

龍
りゅう

堆
つ い

朱
し ゅ

合
ご う

子
す

6月5日（火）～9月2日（日）  東洋館9室

五爪の龍は皇帝の証、明時代の格高き逸品

来
館
の
記
念
に

ど
う
ぞ
！
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4

彫刻つながりで
よりみち！
背もたれ、肉感的な
美しさに注目

 釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

インド パーラ朝・9世紀　

  白
はく

磁
じ

鳳
ほう

首
しゅ

瓶
へい

中国 北宋時代・11世紀 

中国南部の広東地方で焼かれ、東南
アジアへもたらされた白磁。鋭くはっき
りと刻まれた鳳凰の顔が印象的です

 は「博物館でアジアの旅」関連作品です。

特集「岡
おか

野
の

繁
しげ

蔵
ぞう

コレクション
―インドネシア由

ゆ

来
らい

の染
せん

織
しょく

と陶
とう

磁
じ

器
き

」
大正のはじめにインドネシアのスマトラ島
へ渡り、実業家として活躍した岡野繁蔵
（1894～1975）コレクションの染織と
陶磁器を紹介します。

集「ワヤン―インドネシア
形芝居―」
ネシアの人形芝居は、影絵
を用いるワヤン・クリ、木彫り
形を用いるワヤン・ゴレがあり
特集では、様 な々キャラクター
あげ、地域による人形のちが
紹介します。

「東南アジアの金銅像」
独自の美術様式が花開いたイ
ンドシナ半島やインドネシアの金
銅像を中心に展示します。

東洋館

12室
どこの地域の
彫像がお好み？

鼓、
う

日本へつながる交易地
インドネシアに注目！

域による人形
ちがいに注目！

」
器。
を

 大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

インドネシア 10世紀頃　

宇宙の源とされる大日如来。台
座の背もたれにはインド風の装
飾を凝らし、高貴な人の頭上に
さしかける天蓋まで残ります

ワヤン・ゴレ  ウマルモヨ
ネシア、中部ジャワ  20世紀
豪氏寄贈

スラーム教に基づく『アミル・
ハムザ物語』に登場する人形。
劇中で活躍する将軍です

 カイン・パンジャン（腰
こし

衣
ぎぬ

） 
白
しろ

地
じ

唐
から

草
くさ

花
はな

禽
きん

獣
じゅう

文
もん

様
よう

バティック
インドネシア、ジャワ島北岸･
プカロガン  20世紀前半

赤と青を基調とした華やか
な色使いで、様 な々海と陸
の生き物をデザイン。腰に
巻いてスカートにすれば、
楽しい気分になりそう

本館4室も
ジャランジャラン
おもに東南アジアからも
たらされ、日本で茶器に
転用された珍しい道具を
紹介します。→7ページ

秋
恒
例
の「
博
物
館
で
ア
ジ
ア
の
旅
」、今
年
の
テ
ー
マ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
赤
道
に
ま
た
が
る
1
万
以
上
の
島
々
か
ら
な
り
ま
す
。

古
来
、
人
と
物
の
盛
ん
な
往
来
が
あ
り
、
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
各
地
に
起
源

を
も
つ
文
化
と
土
着
の
文
化
と
が
融
合
し
て
、
活
力
に
満
ち
た
独
自
の
文
化

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
東
洋
館
12
・
13
室
で
は
各
地
と
の
活
発
な
交
流
に
よ
っ

て
栄
え
た
様
々
な
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
お
す
す
め
の
作
品
も
い
ろ
い
ろ
。

ぜ
ひ
東
洋
館
を
ジ
ャ
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
（
散
歩
）し
て
く
だ
さ
い
。

海
の
道  

ジャ
ラ
ン 
ジャ
ラ
ン

東洋館

3室

東洋館

5室

東洋館

12室
博物館でアジアの旅

9月4日（火）

9月30日（日）焼き物つながりでよりみち！
中国がインドネシアに
輸出した焼き物　

 五
ご

彩
さい

牡
ぼ

丹
たん

鳳
ほう

凰
おう

文
もん

大
おお

皿
ざら

中国・漳州窯  明時代・17世紀  

横河民輔氏寄贈
おさんぽ～♪

日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周
年

ジャランジャランは
「散歩」という意味

なのよ！
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関連イベント
※すべて参加無料（ただし、9月17日〈月・祝〉を除き当日
の入館料が必要）、特記以外は事前申込不要です。

スペシャルツアー
「インドネシアを巡る旅
―添乗員はトーハク研究員―」
各日3人の研究員が「インドネシア」をキーワード
に約20分間ずつ、計70分間の東洋館の旅へと
ご案内します。
■ 9月11日（火） 14：00～15：10
「インドネシアと南海の民族文化を楽しむ旅」
三笠景子（東洋陶磁史）
猪熊兼樹（工芸史）
市元塁（東洋考古）

■ 9月19日（水） 14：00～15：10
「インドネシアと南海の美術工芸を楽しむ旅」
今井敦（東洋陶磁史）…本館4室で行います。
小山弓弦葉（日本東洋染織史）
西木政統（彫刻史）

集合場所：各日東洋館1階  

エントランス
※展示室をめぐるツアーです。
歩きやすい靴でご参加ください。

月例講演会
「世界無形文化遺産 バティックの世界を訪ねる」
■ 9月22日（土）13：30～15：00 
講師：小山弓弦葉（日本東洋染織史）
会場：平成館大講堂（開場は30分前）
定員：380名

インドネシアの伝統芸能 
「ジャワの影絵芝居ワヤン・クリ」
ユネスコの世界無形文化遺産に登録されたインド
ネシアの影絵芝居、ワヤン・クリを上演します。
■ 9月12日（水）
①13：00～13：40　②15：00～15：40 
■ 9月14日（金）
③11：00～11：40　④13：00～13：40 
出演：スミリール 

会場：表慶館（開場は各回30分前）
定員：各回130名（先着順）

ワークショップ「バティックに挑戦」
 事前申込制 

インドネシアのロウケツ染、バティック。コットンの
バンダナに、スタンプなどを使って、すてきな文様
をつくり出してみませんか?

■ 9月29日（土）  
①10：00～12：30　②14：00～16：30
■ 9月30日（日）  
③10：00～12：30　④14：00～16：30
詳細→12ページをご覧ください。

気軽に椅子ヨガ ㏌ 東洋館
東洋館で仏像に囲まれなが
ら、椅子に座ってできるヨ
ガを体験してみませんか?

■ 9月28日（金） 
14：00～、14：30～、
15：00～、15：30～
※各回15分程度
講師：渡辺美保
会場：東洋館1室（受付は各回10分前）
定員：各回20名（先着順）

ボランティアによる東洋館関連ガイドツアー
東洋館のハイライト、彫刻、たてものガイドなどを「博
物館でアジアの旅」特別バージョンで実施します。詳
細は本誌カレンダー（→16ページ）をご覧ください。

アジアン屋台
アジア料理を中心にしたケータリングカーが東洋
館前に登場します。

文様つながりでよりみち！
美しい花と唐草に注目！　

 赤
あか

地
じ

花
はな

唐
から

草
くさ

唐
から

子
こ

文
もん

様
よう

絽
ろ

繡
しゅう

裂
ぎれ

中国 明時代・14～15世紀

楽器つながりでよりみち！
錞
じゅん

于
う

は吊り下げて
側面を叩く楽器

 錞于
中国  戦国時代・前5～
前3世紀  横河民輔氏寄贈

お髭つながりでよりみち！
イスラーム陶器を代表する技法
のひとつ、ミーナーイー陶器

 色
いろ

絵
え

人
じん

物
ぶつ

文
もん

鉢
はち

イラン出土  

イスラーム時代・
12～13世紀 

特集
の人形
インドネ
人形を
の人形
ます。特
をとりあ
いを紹

「インドネシアの染織」
12室の特集「岡野繁蔵コレ
クション」にあわせて、スマトラ
に渡り実業家となった岡野繁
蔵旧蔵のインドネシア染織を
展示します。

東洋館

12室
東洋館

13室
様々な形の銅鼓
見比べてみよう

武器の造形に込め
られた意味に迫る

アジアンミックスな
文様の染と織

地域
のち

「インド・東南アジアの考古」
銅鼓はまつりの中核をなす楽器
東南アジアや中国南部の銅鼓を
展示します。

 銅
どう

鼓
こ

インドネシア東部出土
初期金属器時代・6～12世紀

銅鼓の文化は海をわたり島から島へ。
そしてアロール島へと伝わって、モコ
と呼ばれる細身のドラムになりました

 ワ
インドネ
田枝豪

イス
ハ

 

インドネシア、スマトラ島、ジャンビ  

20世紀初頭

ロウケツ染で表した鳳凰や花
唐草の文様は中国風です。ス
マトラ島を行き交った中国人
がもたらした文様でしょう

 クリス
インドネシア、ジャワ島東部  17～18世紀  J.C.べイレフェルト氏寄贈
酸で腐食させて独特の刃文を表す蛇行剣。現代でも男性
が正装するとき腰帯に挿します

「クリス―神秘なるインドネシアの武器―」
神秘的な霊力が宿すとされるクリスと槍をジャワ島、
スラウェシ島など異なる地域ごとに展示します。

2016年の様子

 サロン（腰
こし

衣
ぎぬ

）
藍
あい

地
じ

蝶
ちょう

花
か

鳥
ちょう

唐
から

草
くさ

文
もん

様
よう

印
いん

金
きん

バティック

東洋館

13室

東洋館

5室

東洋館

5室
東洋館

10室

東洋館

3室

東洋館

12室

クリスつながりでよりみち！
クリス形銅剣といわれていた
こともある

 銅
どう

戈
か

 
伝朝鮮平壌貞柏里出土　
初期鉄器時代～楽浪・前3

～前1世紀　小倉コレクション保存会寄贈

ワヤン、バティックやクリ
スはユネスコの世界
無形文化遺産に登録
されているのよ！

ほほー。
すごいほ！ 
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7月24日（火）～9月9日（日）

親と子のギャラリー

縄文土器や土偶など、ズームインしてみると鑑賞ポイントが見えてきます。開催中の特別展「縄文」
（→2ページ）を一層お楽しみいただくために、考古展示室で「縄文の美」にズームイン！

びじゅつ初心者や、びじゅつが大好きな方のために、トーハクと
ＮＨＫ Ｅテレの人気番組「びじゅチューン！」がコラボ。この夏限
定で「なりきり日本美術館」がオープンします!  この美術館では
「なりきる」のがルール。絵の中のひとや作者になりきって、声を出
したり、動いたりすると、あの有名な絵が動く!? びじゅつともっと
仲よくなりに「なりきり日本美術館」にどうぞお出かけください。
 主催：東京国立博物館、国立文化財機構文化財活用センター、ＮＨＫ

平成館
考古展示室で

一度見たら忘れられない岸
きし
田
だ
劉
りゅう
生
せい
の「麗

れい
子
こ
微
び
笑
しょう
」。

少女・麗子の独特な雰囲気に目が釘付けになり、つい
問いかけたくなります。「どうしてほほえんでいるの？」
「何を見つめているの？」何度聞いても、絵の中の麗子
は答えてはくれません。でもここは「なりきり美術館」。
デジタル顔はめで麗子になりきって、麗子の代わりに
答えてみましょう。「私は麗子。じつは私ね…」

◎遮光器土偶（部分）
（特別展「縄文」で展示）

みみずく土
ど

偶
ぐう

茨城県利根町 立木貝塚出土
縄文時代（後期）・
前2000～前1000年　個人蔵

土偶とは女性をかたどった
祈りの道具。顔の表現が鳥
のみみずくに似ていること
から、みみずく土偶と呼ば
れています。

釣
つり

針
ばり

青森県つがる市木造亀ヶ岡出土
縄文時代（晩期）・前 1000～
前400年　徳川頼貞氏寄贈

縄文時代の生業の一つに漁
ぎょ

撈
ろう

があります。この釣針は
鹿の角をうまく加工して作
られました。

◎深
ふか

鉢
ばち

形
がた

土
ど

器
き

東京都国分寺市 多喜窪遺跡
第1号住居跡出土　縄文時代
（中期）・前3000～前2000年
東京・武蔵国分寺蔵

大きな突起が四方に付き、
装飾に満ち溢れています
が、煮炊きの道具として実
際に使われていました。

◎土
ど

面
めん

青森県つがる市木造亀ヶ岡出土
縄文時代（晩期）・前1000～
前400年

大きさは10cm程度。顔を
覆うには足りないので、額
にあてたり、手に持ったりし
て儀礼に使用したと考えら
れています。

フォルムも大事。アンバラ
ンスな上下とくびれた胴
部はこの土器の特徴です

このサイズの釣針は、現代
だと大型の外洋魚を釣る
ために用いられます

ちゃんと、かえしも付いています！

大きな耳飾をつけて
いるオシャレさん

髪の毛をばっちり
盛っています

トーハクで、
“ほんもの”
に会おう！ 冨

ふ
嶽
がく
三
さん
十
じゅう
六
ろっ
景
けい
・神
か
奈
な
川
がわ
沖
おき
浪
なみ
裏
うら
　葛飾北斎筆

江戸時代・19世紀　展示期間：～ 8月19日（日）  本館18室

本館18室、法隆寺宝物館で「びじゅチューン！」に登場した作品の一部を、本館1室・9室で

は関係する作品の一部を展示中。“ほんもの”に出会うチャンスです！

◎麗
れい

子
こ

微
び

笑
しょう

　岸田劉生筆　
大正10年（1921）
展示期間：～ 9月9日（日）　
本館18室

びじゅチューン !

「夢パフューマー麗子」   
©ＮＨＫ・井上涼 2018

本館  特別4室・特別5室

だって女
の子

だもん♡

縄文時代
から

釣針は釣
針

縄文中期
の

トレンド
はヘビ

細部は意
外にリア

ル

たとえば麗子になりきってみた！

約7.5cm

オリジナル

縄文の美に

遮光器土偶に
顔が似ています

赤い顔料発見！ かつ
ては、頭から足先ま
で全身が真っ赤に塗
られていました。

釣糸を巻きつけるための
溝。釣針の形は既に縄文
時代に完成していました

ヘビの頭。縄文時代
にはしばしば土器に
ヘビが表されました。
（縄文時代中期だけ！）

鼻の下には溝（人
じん

中
ちゅう

）
が。人間の顔をリア
ルに表現しています

ズームイン！ズームイン！

ズームイン！ ズームイン！



本
館

本
館

本
館

　
祖
師
図
は
、も
と
大だ
い

仙せ
ん

院い
ん

方ほ
う

丈じ
ょ
う

の
障し
ょ
う

壁へ
き

画が

で
、
大
仙
院
は
古こ

嶽が
く

宗そ
う

亙こ
う

に
よ
っ
て
永
正
10

年（
1
5
1
3
）、大
徳
寺
内
に
開
創
さ
れ
た

塔た
っ

頭ち
ゅ
う

で
す
。
こ
れ
は
祖
師
図
6
幅
の
う
ち
、

五
祖
送
六
祖
渡
江
と
徳
山
托
鉢
の
2
場
面
を

描
い
た
1
幅
。
画
面
下
部
に
は
、
六
祖
慧え

能の
う

が
五
祖
弘こ
う

忍に
ん

か
ら
仏
法
を
継
承
し
た
後
、
五

祖
自
ら
櫓ろ

を
と
っ
て
舟
を
操
り
、
六
祖
が
長

江
を
渡
る
場
面
が
描
か
れ
、画
面
左
上
に
は
、

徳と
く

山さ
ん

宣せ
ん

鑑か
ん

が
鉢
を
持
っ
て
食
堂
に
来
る
の

を
弟
子
の
雪せ
っ

峰ぽ
う

が
問
い
詰
め
る
場
面
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
唐
時
代
の
禅
僧

の
言
動
と
し
て
著
名
な
も
の
で
す
が
、
狩
野

元
信
は
、異
な
る
時
と
場
で
起
き
た
故
事
を
、

雲
を
用
い
て
巧
み
に
一
つ
の
空
間
に
ま
と
め

上
げ
て
い
ま
す
。 

（
救
仁
郷
秀
明
）

　
こ
の
時
期
の
7
室

で
は
、
山
水
画
の
魅

力
を
ご
堪
能
い
た
だ

け
る
よ
う
、
3
人
の

画
家
に
よ
る
山
水
図

屛
風
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
安
土
桃
山
時

代
を
代
表
す
る
画
家 

海か
い

北ほ
う

友ゆ
う

松し
ょ
う

、
江
戸
時

代
初
期
の
狩
野
派
の

画
家
狩か

野の
う

興こ
う

以い

、
そ

し
て
江
戸
狩
野
派
の

基
礎
を
作
り
、
画
壇

の
家
康
と
い
わ
れ
た

狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

の
作
品
で

す
。
特
に
興
以
は
、

探
幽
を
後
見
役
と
し

て
支
え
た
人
物
で
し
た
。
2
人
の
山
水
図
を

比
べ
て
み
る
と
、
広
く
余
白
を
と
り
、
水
平

方
向
へ
の
広
が
り
を
意
識
し
た
興
以
の
作
風

が
、
次
世
代
の
探
幽
へ
と
繫
が
っ
て
い
く
の

が
わ
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
安
土

桃
山
〜
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
山
水
表
現
の

流
れ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 （
大
橋
美
織
）

　
今
秋
、
東
洋
館
で
開
催
さ
れ
る
「
博
物
館

で
ア
ジ
ア
の
旅
」（
↓
4
〜
5
ペ
ー
ジ
）
で

は
、
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周
年

を
記
念
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ま
つ
わ
る

彫
刻
・
考
古
・
陶
磁
・
染
織
・
民
俗
資
料
な

ど
、
魅
惑
的
な
作
品
群
が
展
観
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、本
館
4
室「
茶
の
美
術
」

で
は
、
お
も
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
も
た
ら
さ

れ
、
日
本
で
茶
器
に
転
用
さ
れ
た
珍
し
い
道

具
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
日
本
独
特
の
文
化
と
い
わ
れ
る
茶
の
湯
。

季
節
や
目
的
に
応
じ
て
、
日
本
に
限
ら
ず
、

中
国
、
朝
鮮
半
島
、
東
南
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に

遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る

地
域
で
つ
く
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
使

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
茶
席
を
設
け
る
亭
主
に

と
っ
て
「
取
り
合
わ
せ
」
の
技
の
見
せ
ど
こ

ろ
で
あ
り
、
と
て
も
魅
力
的
な
仕
事
で
も
あ

り
ま
す
。

　
16
世
紀
後
半
か
ら
17
世
紀
に
か
け
て
、
日

本
の
有
力
な
戦
国
大
名
た
ち
が
東
南
ア
ジ
ア

と
積
極
的
に
交
易
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
タ
イ
や
べ
ト
ナ
ム
の
や
き
も
の
が
も
た

ら
さ
れ
、茶
湯
道
具
に
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
土
味
を
残
し
た
温
か
み
の
あ
る

器
肌
で
、
絵
付
け
も
ざ
っ
く
り
と
お
お
ら
か

で
す
。
そ
の
素
朴
な
風
合
い
が
茶
人
を
惹
き

つ
け
、「
宋す
ん

胡こ

録ろ
く

」、「
安あ
ん

南な
ん

」
と
呼
ば
れ
て

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
数
寄
者
の
眼
に
か
な
え
ば
、
ど
ん
な
道
具

で
も
新
た
な
魅
力
が
そ
な
わ
る
も
の
。
陶
磁

や
金
工
、
漆
工
な
ど
、
海
を
越
え
て
や
っ
て

き
た
個
性
豊
か
な
作
品
た
ち
を
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。 

（
三
笠
景
子
）

◯紅
べに

安
あん

南
なん

唐
から

草
くさ

文
もん

茶
ちゃ

碗
わん

ベトナム　岡野繁蔵旧蔵　16世紀
日本で「紅安南」と呼び親しまれる
ベトナム製の赤絵茶碗です

蒟
きん

醤
ま

茶
ちゃ

箱
ばこ

タイ　16～17世紀
蒟醤はタイやミャンマーに特徴的な漆器
です。これは茶箱として使用されました

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

◎祖
そ

師
し

図
ず

（五
ご

祖
そ

送
そう

六
ろく

祖
そ

渡
と

江
こう

・徳
とく

山
さん

托
たく

鉢
はつ

）
狩野元信筆　旧大仙院方丈障壁画
室町時代・16世紀
狩野派発展の基礎を築いた元信の代表作

（右隻）

◯山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野探幽筆
江戸時代・17世紀
西脇健治氏寄贈
安土桃山～江戸初期
にかけての山水図を
見比べてみよう

総合文化展 ｜ 見どころ案内

7

8
月
7
日（
火
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

3
室
　
禅
と
水
墨
画

8
月
7
日（
火
）〜
9
月
17
日（
月
・
祝
）

7
室

　
屛
風
と
襖
絵

9
月
11
日（
火
）〜
12
月
9
日（
日
）

4
室

　
茶
の
美
術

雲
を
巧
み
に
用
い
て
2
場
面
を
描
く

３
人
の
絵
師
が
描
く〝
山
水
図
〞

新
た
な
魅
力
を
見
出
す
数
寄
者
の
眼
を
感
じ
る

重
文
　
祖そ

師し

図ず

（
五ご

祖そ

送そ
う

六ろ
く

祖そ

渡と

江こ
う

・
徳と

く

山さ
ん

托た
く

鉢は
つ

）

重
美
　
山さ

ん

水す
い

図ず

屛び
ょ
う

風ぶ

東と
う

南な
ん

ア
ジ
ア
由ゆ

来ら
い

の
茶ち

ゃ
の
ゆ湯

道ど
う

具ぐ



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

黒
田
記
念
館

　

　
現
在
の
北
朝
鮮
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
は
、
中

国
の
漢か
ん

王
朝
が
紀
元
前
１
０
８
年
に
設
置
し

た
楽ら
く

浪ろ
う

郡ぐ
ん

を
通
じ
て
、中
国
の
漆
器
文
化
が

入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
耳
杯
も
そ
の
一
例

で
す
。
内
底
に
は
朱
漆
で「
元げ
ん
馬ば

陜き
ょ
う

紵ち
ょ

牢ろ
う

」と

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
陜
紵
」と
は
、麻
布
に

漆
を
塗
っ
て
形
を
作
る「
夾き
ょ
う

紵ち
ょ

」を
意
味
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
牢
」は
こ
の
器
が

「
堅け
ん

牢ろ
う

」、す
な
わ
ち
丈
夫
で
あ
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の

器
は
、
楽
浪
の
高
い
位
の
役
人
の
墓
に
納
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。 （
白
井
克
也
）

　
中
国
で
は
多
く
の
宗
教
が
信
仰
さ
れ
、
そ

の
普
及
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
絵
画

が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
特
に
注
目

し
た
い
の
は
、
マ
ニ
教
の
世
界
を
描
い
た
作

品
で
す
。
３
世
紀
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
に

生
ま
れ
た
マ
ニ
が
創
始
し
た
マ
ニ
教
は
、

ロ
ー
マ
か
ら
中
国
ま
で
広
く
信
徒
を
増
や
し

ま
す
が
、
や
が
て
各
地
で
迫
害
を
受
け
、
衰

退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
マ
ニ
教
徒
は
布
教
に

絵
画
を
用
い
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
存
例

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
、
14
世
紀

頃
の
中
国
で
作
ら
れ
た
遺
品
を
初
出
陳
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
教
、
仏
教
か
ら
マ

ニ
教
ま
で
、
多
彩
な
宗
教
絵
画
の
歴
史
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

（
植
松
瑞
希
）

　
曇
り
空
の
下
、
畑
の
真
ん
中
に
1
体
の
案か

山か

子し

の
立
つ
情
景
が
、
素
早
い
筆
運
び
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
「
大
正
九
年
九

月
二
十
六
日
」
と
あ
り
、
そ
の
日
の
黒く
ろ

田だ

清せ
い

輝き

の
日
記
に
も
本
作
品
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
案
山
子
の
絵
の

制
作
を
思
い
立
っ
た
黒
田
が
、
写
生
用
に
わ

ざ
わ
ざ
案
山
子
を
畑
に
立
た
せ
て
描
い
た
、

と
の
こ
と
。
黒
田
と
し
て
は
も
っ
と
本
格
的

な
大
作
に
仕
上
げ
た
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

洋
画
壇
の
大
御
所
と
し
て
多
忙
を
極
め
る

中
、結
局
そ
の
も
く
ろ
み
は
果
た
せ
ず
、「
臨

時
の
ス
ケ
ッ
チ
」（
日
記
よ
り
）と
し
て
描
か

れ
た
本
作
品
が
唯
一
の
作
例
と
な
り
ま
し

た
。 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

　
今
年
も
、
秋
の
中
国
美
術
の
名
品
展
と
し

て
「
中
国
書
画
精
華
」
を
開
催
し
ま
す
。
日

本
に
舶は
く

載さ
い

さ
れ
た
中
国
の
書
画
は
、
わ
が
国

独
自
の
感
性
に
基
づ
い
て
鑑
賞
さ
れ
、
日
本

人
の
創
作
の
源
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
鎌

倉
・
室
町
時
代
に
は
、
禅
宗
と
共
に
宋そ
う

・
元げ
ん

時
代
の
書
画
が
数
多
く
伝
わ
り
、
書
院
や
茶

室
で
愛
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
画
家
た

ち
も
、
明
・
清
時
代
の
絵
画
を
積
極
的
に
学

ん
で
い
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
は
、
よ
り
多

様
な
中
国
書
画
が
流
入
し
、
財
界
人
に
よ
っ

て
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
人
を
魅
了
し
た
中
国
書
画
の
名
品

の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
富
田
淳
）

（部分）

マニ説
せつ

話
わ

画
が

中国
元～明時代・
14世紀　個人蔵

マニが各地で説
法をする様子が、
愛らしい筆致で
描かれています

◉出
しゅっ

山
さん

釈
しゃ

迦
か

図
ず

軸
じく

　梁楷筆
中国　南宋時代・13世紀
お釈迦様が悟りを開く直前
の壮絶なこの姿は、禅宗で
好まれる画題となりました

漆
うるし

耳
じ

杯
はい

「元馬陜紵牢」銘　伝楽浪古墳出土
楽浪・前1～後3世紀
小倉コレクション保存会寄贈
両側に耳のように把手（とって）が
ついています

案
か

山
か

子
し

黒田清輝筆　大正9年（1920）
日記には「雲ノ模様」に興趣を感じ
ながら描いたとあり、自然のうつろ
いに敏感な黒田ならではの1点です

（内底部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
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9
月
4
日（
火
）〜
10
月
14
日（
日
）

10
室

　
朝
鮮
の
磨
製
石
器
と
金
属
器

8
月
28
日（
火
）〜
10
月
21
日（
日
）

8
室

　
中
国
の
絵
画
・
書
跡

7
月
31
日（
火
）〜
8
月
26
日（
日
）

8
室

　
中
国
の
絵
画

〜
11
月
25
日（
日
）

黒
田
記
念
室

「
ア
ジ
ア
の
旅
」に
あ
わ
せ
て
、

と
っ
て
お
き
を
特
別
公
開
！

ト
ー
ハ
ク
を
代
表
す
る

中
国
書
画
の
名
品
が
ず
ら
り　

幻
の
世
界
宗
教
を
描
い
た

初
出
陳
絵
画
も
！

心
象
風
景
の
よ
う
な
画
面
の
広
が
り

漆う
る
し

耳じ

杯は
い

特
集
　「
中ち

ゅ
う

国ご
く

書し
ょ

画が

精せ
い

華か

―
名め

い

品ひ
ん

の
魅み

力り
ょ
く

―
」

「
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う

絵か
い

画が

の
広ひ

ろ

が
り
」

案か

山か

子し



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

　
こ
の
平ひ
ら

瓶べ

に
は
、線
刻
で
3
種
類
の
絵
画

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
馬
に
乗
る

人
物
で
、そ
の
人
物
は
頭
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、枝
状
の
屋
根
飾
り
が
あ
る
建
物
で

す
。
三
つ
目
は
、高
い
柱
に
掲
げ
ら
れ
た
、吹

き
流
し
状
の
旗
で
す
。
こ
れ
ら
の
絵
画
が
示

す
意
味
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、一
説
に

よ
る
と
旗
を
掲
げ
た
祭
殿
の
周
囲
で
、司
祭

者
が
馬
上
で
祭
祀
を
執
行
し
て
い
る
様
子
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時

代
の
特
別
な
場
面
を
描
い
た
絵
画
須
恵
器
は

稀
で
あ
り
、大
変
貴
重
で
す
。 

（
河
野
正
訓
）

　
褥じ
ょ
く

と
は
敷
物
の
こ
と
で
す
。
一
般
的
な
褥

は
長
方
形
で
す
が
、こ
れ
は
円
形
と
い
う
珍
し

い
形
。
展
示
で
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
裏
面
に

「
経き
ょ
う

臺だ
い

褥じ
ょ
く

」と
の
墨
書
が
あ
り
、お
経
を
載
せ

た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
に
は
、羅ら

と
い
う
透
け
た
織
物

に
、
夾き
ょ
う

纈け
ち

と
い
う
技
法
で
花
の
文
様
が
赤
く

染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
夾
纈
と
は
、版
木
の
間

に
織
物
を
挟
ん
で
か
ら
染
液
に
浸
け
る
技
法

で
、奈
良
時
代
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、一
対
で
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、「
講こ
う
師じ

」と「
読と
く
師し

」が
お
互
い
に
相
対

し
て
論
議
台
に
上
り
、仏
教
の
教
義
に
つ
い
て

論
ず
る
儀
式
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

（
三
田
覚
之
）

　
文ぶ

ん

献け
ん

史し

料り
ょ
う

で
し
か
知
り
え
な
か
っ
た
憧
れ

の
地
が
、
写
真
に
よ
っ
て
目
の
前
に
現
れ
た

時
、
人
々
の
衝
撃
は
大
き
な
も
の
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。
19
世
紀
末
の
中
国
に
渡
り
、
各
地

を
踏と
う

査さ

し
て
写
真
に
収
め
た
日
本
人
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
写
真
は
現
在
の

我
々
に
、写
真
で
し
か
知
り
え
な
い
１
０
０
年

前
の
姿
と
し
て
、新
鮮
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　
本
展
で
は
、清し
ん

朝ち
ょ
う

末ま
っ

期き

か
ら
中
華
民
国
の

初
め
に
早は
や

崎さ
き
稉こ
う
吉き
ち
、塚つ
か

本も
と

靖や
す
し

、関せ
き
野の

貞た
だ
し

に
よ
っ

て
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
焦
点
を
あ
て
、彼
ら

の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、当
時
の
中
国
の
風

景
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
関
紀
子
）

◎唐
から

花
はな

文
もん

夾
きょう

纈
けち

羅
ら

円
えん

褥
じょく

奈良時代・8世紀
華やかな天平文化を伝える
法隆寺染織の名品です

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

10 0 0 年後の未来に     バトンタッチ！
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汚
れ
を
浮
か
せ
て

取
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
、
接
着
剤
を
ゆ
る

ま
せ
て
部
材
を
解
体

す
る
作
業
、
ま
た
膠に

か
わ

や
小
麦
粉
デ
ン
プ
ン

糊の
り

な
ど
の
接
着
剤
を

作
製
す
る
時
な
ど
、

修
理
作
業
で
は
様
々

な
場
面
で
水
を
使
用
し
ま
す
。

　
通
常
私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
水
道
水

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
や
殺
菌
成
分
が
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
乾
燥
す
る
と
白
く
石せ

っ

灰か
い

分ぶ
ん

な
ど
が
残
る
た
め
、
繊
細
な
文
化
財
へ
の

修
理
作
業
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
館
で
は
、
科
学
実
験
な
ど
で
も
使
用

さ
れ
る
特
殊
な
装
置
に
よ
っ
て
、
水
道
水

を
さ
ら
に
滅め

っ

菌き
ん

し
、
不
純
物
を
ろ
過
し
た

純じ
ゅ
ん

水す
い

を
作
り
、
修
理
作
業
や
収
蔵
空
間
の

加
湿
へ
使
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ミ

ネ
ラ
ル
分
も
ほ
と
ん
ど
な
い
純
水
は
、
お

い
し
く
な
く
、
誰
も
飲
ま
な
い
修
理
作
業

用
の
水
で
す
。

（
野
中
昭
美
）

黄
こう

河
がの

渡
わたし

場
ば

　早崎稉吉撮影
明治36年・光緒29年（1903）
前期展示
山高帽にマント姿の男性のシ
ルエットが旅情を誘います

誰も飲まない
特別な水 !?

平
ひら

瓶
べ

  
古墳時代・6～7世紀
岡山県新見市唐松出土
吹き流し状の旗。旗を掲げる
ことで、建物が聖域であるこ
とを示しています

＊ 

展
示
は
前
期（
〜
9
月

30
日〈
日
〉）
と
後
期

（
10
月
2
日〈
火
〉〜
）の

2
期
に
分
か
れ
ま
す
。

純水を作る、ろ過装置

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9

〜
11
月
25
日（
日
）

考
古
展
示
室

9
月
4
日（
火
）〜
9
月
30
日（
日
）

第
6
室

9
月
4
日（
火
）〜
10
月
28
日（
日
）

企
画
展
示
室

極
め
て
稀
な
絵
画
須
恵
器
の
頂
点
！

正
倉
院
に
も
例
を
み
な
い
円
形
の
褥

写
真
で
蘇
る
、
憧
れ
の
地

平ひ
ら

瓶べ

重
文
　
唐か

ら

花は
な

文も
ん

夾き
ょ
う

纈け
ち

羅ら

円え
ん

褥じ
ょ
く

特
集
　「
中ち

ゅ
う

国ご
く

写し
ゃ

真し
ん

紀き

行こ
う

―
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
撮と

っ
た

年ね
ん

前ま
え

の
風ふ

う

景け
い

―
」



4

10

1-1

1-2

3-15・6

3-3

2

8-1

3-2

78/7㊋-9/17㊊・㊗

◯山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野探幽筆　江戸時代・17世紀　西脇健治氏寄贈　→7ページ 

-12/9㊐

埴
はに

輪
わ

 鍬
くわ

を担
かつ

ぐ男
だん

子
し

群馬県伊勢崎市
下触出土
古墳時代・6世紀

火
か

焰
えん

型
がた

土
ど

器
き

伝新潟県長岡市馬高出土
縄文時代（中期）・前3000～前2000年
機能的な要求を超えた過度な造形と
装飾が火焰型土器の魅力です

9/19㊌-10/28㊐　◎文
もん

殊
じゅ

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

霊彩筆　龍崗真圭賛　室町時代・15世紀
特徴的な衣文線にご注目！　
ところどころに金泥線も使っています

8/7㊋-9/17㊊・㊗

◎ 祖
そ

師
し

図
ず

（五
ご

祖
そ

送
そう

六
ろく

祖
そ

渡
と

江
こう

・
徳
とく

山
さん

托
たく

鉢
はつ

）
狩野元信筆
旧大仙院方丈壁画
室町時代・16世紀
→7ページ

9/19㊌-10/28㊐

藍
らん

紙
し

金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

断
だん

簡
かん

伝聖武天皇筆
奈良時代・8世紀

-10/14㊐

志
し

野
の

萩
はぎ

図
ず

平
ひら

鉢
ばち

　美濃
安土桃山～江戸時代・16～17世紀

楓
かえで

蒔
まき

絵
え

文
ぶん

庫
こ

原羊遊斎作　江戸時代・19世紀
原羊遊斎は江戸時代後期を代表する
蒔絵師で、当時大変人気がありました

9/19㊌-10/28㊐

兜
と

率
そつ

天
てん

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

南北朝時代・
貞和4年（1348）頃
弥勒菩薩の浄土を描いた
図。もと広島県福山市・明
王院五重塔仏後壁の壁画

8/7㊋-9/2㊐  

◉伝
でん

教
きょう

大
だい

師
し

度
ど

縁
えん

案
あん

並
ならびに

僧
そう

綱
ごう

牒
ちょう

　平安時代・9世紀
 京都・来迎院蔵

9/4㊋-9/30㊐

◉ 十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

一
いち

尊
そん

者
じゃ

）、（第
だい

五
ご

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀
様々な姿に描かれる十六羅漢。
本図の第五尊者は、玄奘三蔵
をモデルにしているといわれて
います

（部分）

（部分）

（部分）

（第五尊者部分）

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9/11㊋-12/9㊐

◯紅
べに

安
あん

南
なん

唐
から

草
くさ

文
もん

茶
ちゃ

碗
わん

ベトナム　16世紀　
岡野繁蔵旧蔵
→7ページ

-9/9㊐

◎青
せい

磁
じ

琮
そう

形
がた

花
はな

入
いれ

中国・南宋官窯　尾張徳川家伝来
南宋時代・12～13世紀　
広田松繁氏寄贈

-9/17㊊・㊗

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

　飛鳥時代・7世紀

体を極端に薄く表す。左右に
ひろがる衣とともに、大陸の
金銅仏を模したと考えられます9/19㊌-10/28㊐

◎為
ため

家
いえ

本
ぼん

時
じ

代
だい

不
ふ

同
どう

歌
うた

合
あわせ

絵
え

　鎌倉時代・14世紀

時代を超えて、新旧歌人の和歌と肖像が一堂
に会する白描の歌仙絵

8/7㊋-9/17㊊・㊗

鼠
ねずみ

草
のそう

紙
し

　江戸時代・18世紀

清水寺で出会っ
た鼠と姫君の
カップル。その
恋のゆくえはい
かに？

9/19㊌-10/28㊐

◎秋
あき

草
くさ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

俵屋宗雪筆
江戸時代・17世紀
俵屋宗達の後継者・
宗雪が描く、華やかに
咲き乱れる秋の草花 （部分）

8/7㊋-9/17㊊・㊗

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

南北朝時代・14世紀
地獄からの救済者として信仰
された地蔵菩薩。雲に乗るの
は浄土から来迎した姿か？

尾張徳川家に
伝来したもの。
青磁釉に黒く
走る貫入（ひ
び）に目を奪わ
れます

（右隻）

-9/30㊐

◎紺
こん

糸
いと

威
おどし

南
なん

蛮
ばん

胴
どう

具
ぐ

足
そく

安土桃山時代・16世紀
徳川家康の四天王の一人、
榊原康政が家康から拝領
した具足です

-10/8㊊・㊗

◎三
みつ

鱗
うろこ

紋
もん

兵
ひょう

庫
ご

鎖
ぐさりの

太
た

刀
ち

　鎌倉時代・13世紀

静岡・三嶋大社に長く伝えられた太刀で、
刀身と豪華で力強い刀装も展示します

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

 示案内
～9月］



11

13-1

11 8-215 

16 

18 

14

9

10 
浮世絵

13-2

13-3

10 
衣装

12 

-10/21㊐

◎毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・9世紀
和歌山・道成寺蔵
太い眉にどんぐりまな
こ。武神にしては寛大
そうな顔が魅力です

9/19㊌-10/28㊐

◯秋
しゅう

山
ざん

遊
ゆう

猿
えん

図
ず

森狙仙筆
江戸時代・19世紀
圧倒的な毛並みの描写は、
まさに猿描きの名手・狙仙の
真骨頂

8/28㊋-9/24㊊・㊗

東
あずま

扇
おうぎ

・五
ご

代
だい

目
め

市
いち

川
かわ

団
だん

十
じゅう

郎
ろう

勝川春章筆
江戸時代・18世紀
扇に貼れる錦絵。似顔で描か
れた工藤祐経を演じる名優五
代目市川団十郎

-8/26㊐

江
え

戸
ど

三
さん

美
び

人
じん

・富
とみ

本
もと

豊
とよ

雛
ひな

、
難
なに

波
わ

屋
や

おきた、高
たか

しまおひさ
喜多川歌麿筆　江戸時代・18世紀
団扇を手にした江戸の三美人。それ
ぞれの美貌が描きわけられています

8/21㊋-10/14㊐

 

-8/19㊐

厚
あつ

板
いた

 紅
こう

白
はく

段
だん

鉄
てっ

線
せん

唐
から

草
くさ

模
も

様
よう

江戸時代・
18世紀

◎御
ご

所
しょ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

江戸時代・17世紀
菊の咲き乱れる汀に停まる
御所車。多種多様な蒔絵
技術が駆使されています

-9/30㊐

自
じ

在
ざい

龍
りゅう

置
おき

物
もの

里見重義作　
明治40年（1907）
リアルなだけでなく
自由自在に動かせる
銀製の龍です

9/11㊋-10/28㊐

竹
たけ

取
とり

物
もの

語
がたり

　前田青邨筆
明治44年（1911）

-9/9㊐

五
ご

柳
りゅう

先
せん

生
せい

横山大観筆　明治45年（1912）
お供の童子と中国の詩人・陶淵明が
道行く、万感胸に迫る一瞬の光景

◉金
こん

銅
どう

能
のう

作
さ

生
しょう

塔
とう

鎌倉時代・13世紀
奈良・長福寺蔵

機
はた

箆
べら

北海道アイヌ
19世紀

8/7㊋-10/28日㊐

鹿
しか

笛
ぶえ

　北海道アイヌ　19世紀　ウィーン万国博覧会事務局引継

鳴き声を真似ておび
き寄せ、毒矢の一撃。
鹿を仕留めます

9/4㊋-10/28㊐

◎ 日
にっ

光
こう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
けん

延
のべ

絵
え

図
ず

江戸時代・文化3年（1806）
江戸幕府が作成した絵図で、日光道の
千住から越谷までを描いたもの

-9/2㊐

◎甲
こう

州
しゅう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
けん

延
のべ

絵
え

図
ず

江戸時代・文化3年（1806）

-9/30㊐

蝦
が

蟇
ま

仙
せん

人
にん

像
ぞう

　高橋宝山作
江戸時代・19世紀

龍
りゅう

頭
とう

観
かん

音
のん

像
ぞう

佐藤朝山作
昭和時代・20世紀
山田徳蔵氏寄贈
仏像を手がけた仏師
と、明治以降に活躍し
た彫刻家。そのつな
がりをご覧ください

8/7㊋-9/17㊊・㊗　書
しょ

状
じょう

豊臣秀吉筆　安土桃山時代・天正14年（1586）
秀吉が正妻北政所に宛てた聚楽第の普請を知らせる書状

総合文化展 ｜ 見どころ案内

-2019/1/20㊐

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀

-9/17㊊・㊗

◉太
た

刀
ち

 長
おさ

船
ふね

長
なが

光
みつ

　鎌倉時代・13世紀

9/19㊌-11/25㊐

◉太
た

刀
ち

 長
おさ

船
ふね

景
かげ

光
みつ

（号 小
こ

龍
りゅう

景
かげ

光
みつ

）
鎌倉時代・元亨2年（1322）
鎌倉時代の名工、長船景光の代表作で、号の由来は刀身に施
された龍の彫刻にちなみます

-9/30㊐

◎獅
し

子
し

螺
ら

鈿
でん

鞍
くら

　
平安～鎌倉時代・12～13世紀
嘉納治五郎氏寄贈

（部分）

色
いろ

絵
え

山
さん

水
すい

文
もん

大
おお

鉢
ばち

伊万里　江戸時代・17世紀
横河民輔氏寄贈
伊万里焼、初期の色絵の優品。濃厚
な色調と大胆な絵付けが魅力です

-9/30㊐

黄
おう

釉
ゆう

沙
さ

金
きん

袋
ぶくろ

水
みず

指
さし

高取　江戸時代・17世紀

8/21㊋-10/14㊐

-8/19㊐

帷
かた

子
びら

 黒
くろ

麻
あさ

地
じ

流
りゅ

水
すい

紅
も み じ

葉模
も

様
よう

江戸時代・
18世紀

（内藤新宿部分）

（千住部分）

振
ふり

袖
そで

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

大
おお

菊
ぎく

小
こ

花
ばな

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀
肩に大きな花をデザインしたきもの
は、寛文期に大流行しました

唐
から

織
おり

 淡
うす

茶
ちゃ

紅
べに

緑
みどり

段
だん

霞
かすみ

菊
きく

地
じ

紙
がみ

模
も

様
よう

奈良・金春家伝来　江戸時代・18世紀
さまざまなモティーフを詰め込んだ模
様が江戸時代後期の特徴

567
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教育普及事業

＊ 事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
　実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もありますので、各申込先にお電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させていただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。
＊ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス
講演会

月例講演会「びじゅつがだんだん好きになってきた子どものための講演会」
＊関連展示：本誌6ページ
日時：8月18日（土）　13：30～15：00

講師：小林牧（文化財活用センター 副センター長）
親と子のギャラリー「なりきり日本美術館」でとりあげた作品についてお話
しします。「びじゅチューン！」がきっかけで、美術が好きになってきた、
小学校中学年から高学年向けの講演会です。大人もご参加いただけます。

月例講演会「世界無形文化遺産　バティックの世界を訪ねる」
＊関連展示：本誌4～5ページ
日時：9月22日（土）　13：30～15：00　講師：小山弓弦葉（登録室長）
インドネシアが誇るジャワ島のロウケツ染

ぞめ

「バティック」の技法の特色や文
様の意味、「四角い布」からなる衣服の着用方法などについてお話しします。

＊ 会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前

ギャラリートーク
禅
ぜん
僧
そう
の物語を描く

＊関連展示：本誌7ページ
日時：8月10日（金）　18：30～19：00

本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
講師：救仁郷秀明（列品管理課長）
大
だい

徳
とく

寺
じ

の塔
たっ

頭
ちゅう

、大
だい

仙
せん

院
いん

の障
しょう

壁
へき

画
が

であった祖
そ

師
し

図
ず

についてお話しします。

青森県つがる市亀
かめ
ヶ
が
岡
おか
遺
い
跡
せき
の魅力 

日時：8月28日（火）　14：00～14：30  平成館考古展示室
講師：品川欣也（考古室長）
日本で最も有名な遮

しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

が出土した亀ヶ岡遺跡について、展示してい
る大
おお

洞
ぼら

式
しき

土
ど

器
き

を通してご紹介します。

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー　
［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ワークショップ
「バティックに挑戦」
＊関連展示：本誌4～5ページ
インドネシアのロウケツ染、バティック。コットンのバンダナに、スタンプなど
を使って、すてきな文様をつくり出してみませんか？
日時： 9月29日（土） ①10：00～12：30　②14：00～16：30

9月30日（日） ③10：00～12：30　④14：00～16：30

会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①③小学4年生～中学3年生とその保護者のペア　②④高校生以上
定員：①③10組20名　②④20名（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。

＊1回の入力で2名まで申込可。
申込締切：①②③④すべて9月12日（水）必着

［ウェブサイトフォーム］事前申込制

ファミリーワークショップ
「からだが動くエビを作ってみよう」
からだが本物のように動く金属の置物「自

じ

在
ざい

置
おき

物
もの

」は、とても高い技術がなければ作れません。
どうやって作ったのかを探る人気プログラムで
す。力を合わせ、家族でひとつ、エビの自在置物を作ってみましょう！
日時：8月25日（土）　13：00～17:00

会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：小学生およびその保護者

定員：10組（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上

70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込
みください。
申込締切：8月8日（水）必着
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）教育普及室

（部分）

［往復はがき］事前申込制

連続講座  日本の仏教美術
6世紀前半に仏教が日本に伝来して以降、日本は長きにわたって朝鮮半島や
中国大陸を経由して、さまざまな仏教文化を受容し、展開してきました。今
年の連続講座では、絵画、彫刻、工芸品などを通して、日本がどのようにし
て仏教文化を展開させてきたのかを振り返ります。

◆10月26日（金）
第1講 13：30～14：30「日本の仏教文化における絵画」
　講師：沖松健次郎（絵画・彫刻室長）
第2講 14：45～15：45「仏教彫刻　運

うん

慶
けい

と運慶次世代の仏師たち」
　講師：皿井舞（絵画・彫刻室主任研究員）
第3講 16：00～17：00「禅宗の絵画」
　講師：救仁郷秀明（列品管理課長）

◆10月27日（土）
第4講 13：30～14：30「仏教美術の幕開け―聖徳太子とその美術―」
　講師：三田覚之（工芸室研究員）
第5講 14：45～15：45「伎

ぎ

楽
がく

面
めん

と仮面芸能の魅力―法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

献
けん

納
のう

宝
ほう

物
もつ

を中心に―」
　講師：西木政統（貸与特別観覧室研究員）
第6講 16：00～17：00「仏教工芸―荘

しょう

厳
ごん

への意識―」
　講師：伊藤信二（博物館教育課長）

会場：平成館大講堂　定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講無料（ただし、初日の入館料が必要。2日目は初日にお渡しする受講券
でご入館いただけます。なお、受講券で特別展の観覧はできません。）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に①参加者全員（2名まで）の氏名・
ふりがな、②代表者の郵便番号・住所・電話番号を、「返信用表面」に代表
者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。
＊1枚のはがきで、最大2名まで申込可。
申込締切：9月18日（火）必着
申込先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館　教育講座室「連続講座」係
お問合せ：03-3822-1111（代）　教育講座室

◎祖師図（五祖送六祖渡江・
徳山托鉢）　狩野元信筆　
室町時代・16世紀
展示期間：8月7日（火）～
9月17日（月・祝） 本館3室

チャップ（スタンプ）や
チャンティンという道具
を使い、溶かしたロウ
で文様をつけます

こまかい作業に四苦八苦…
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あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ 　

子どもの勾玉作り・ファミリーで勾玉作り
平成館考古展示室にある勾玉を見学した後に、滑石を加工してオリジナ
ルの勾玉を制作します。完成作品はお持ち帰りいただけます。

①子どもの勾玉作り　日時：10月7日（日） 13：30～15：30

②ファミリーで勾玉作り　日時：11月4日（日） 13：30～15：30

会場：本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対象：①小学3年生～中学生（保護者の見学可）
　　　②小学3年生～中学生とその保護者
定員：①20名程度（応募者多数の場合は抽選）
　　　②7組程度（応募者多数の場合は抽選）
参加費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上

70歳未満の方は当日の入館料が必要）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みくださ

い。往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全
員（①は2名まで、②は5名まで）の氏名・ふりがな、学年、（2）
参加者の郵便番号・住所（①は参加者全員、②は代表者）、（3）
代表者の電話番号、（4）①は見学希望の保護者の人数を、また
「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、
下記申込先にお送りください。

申込締切：① 9月10日（月）必着　②10月9日（火）必着
申込先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9

東京国立博物館 ボランティア室
①「10月7日勾玉作り」係
②「11月4日ファミリーで勾玉作り」係

お問合せ： TEL 03-3822-1111（代）
ボランティア室
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親と子のギャラリーってなんだほ？

ただいま、親と子のギャラリー「トーハク×びじゅチューン！なりきり日本美
術館」（→ 6ページ）を開催中。今回は「親と子のギャラリー」について、ト
ーハクくんが子どもたちを代表して博物館教育課にお話を聞きました。

 Q1 「親と子のギャラリー」ってなんだほ？ 

子どもから大人まで、みなさんに作品を楽しんでもらうための新しい切り
口を提案する体験型展示です。春と夏の年 2回開催しています。

 「作品を楽しむ新しい切り口」ってなんだほ？

 たとえば、2016年に開催した「美
術のうら側探検隊」では、作品の
「うら側」を見せて、作品の秘密を
探したわね。

 そうだったほ、見えないところに、
作品を深く知るヒントが隠されて
いるっていう展示だったほ。

 そうね。普段見えている部分だけ
が全てじゃないという新しい見方
ができたわ。

 ペンライトで光をあてて、はにわの
内側も見たんだほ。

 大人だけでも、子どもといっしょで
も、気軽に楽しめる体験型のしか
けがたくさんあるわね。

 Q2 ふつうの展示とは何が違うんだほ？
わかりやすい解説が、一番の特徴です。文章の解説だけではなく、さわれ
るハンズ・オン展示や、複製（レプリカ）と映像のインスタレーションなど、
直感的に楽しめる工夫がたくさんあります。

 どんな工夫があったほ？

 昨年の「びょうぶとあそぶ」で
は、松林図屛風の世界が映像
をとおして体験できたわね。

 美しい松林が目の前で見え
たほ。

 ほかにも、今年春の「サル
のひろば」ではサルの映像
を展示室で流して、本物のサルと作品に描かれたサルをみくらべることが
できました。

 Q3 親と子のギャラリーはなんのためにやっているんだほ？
視点を変えて作品を見るおもしろさを伝えることで、さらに博物館を楽し
んでもらいたいと思っています。また、親と子のギャラリーでの発見を、別
の作品を鑑賞するときに役立てていただけたらうれしいです。

 自由な発想で作品を楽しむと、美術とさらに仲良くなれるほ！

 「自分がこの人だったらどんな気持ちかな？」って想像しながら絵を見ると、
新しい発見があるかもしれないわね。
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2016年の展示。「おもて」「うら」どちらか
ら見ても美人の浮世絵です

2017年の展示。大型スクリーンの映像と、複製の
「松林図屛風」。まるで松林にいるみたい！



イベント＆インフォメーション  

東京国立博物館では賛助会制度を設け、文化財の
購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の
充実に、幅広くご支援をいただいております。

◉ 年会費
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効

〈団体〉 プレミアム会員　1000万円以上
 特別会員　100万円／維持会員　20万円
〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
 特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
特別展内覧会へのご招待 など
◉申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

お問合せ　電話 03-3822-1111（代） 総務課賛助会担当

東京国立博物館賛助会のご案内

日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様
三菱商事株式会社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様

特別会員 維持会員 団体

凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様
株式会社 東京書芸館 様

有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様

東京国立博物館賛助会員　2018年6月24日現在

朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社 ロイスダール 様

株式会社 岡村製作所 様
株式会社 GICジャパン 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 前田酒店 様
株式会社 サザンプランニング 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
井茂 圭洞 様
髙木 千鶴子 様
特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
増山 育男 様
維持会員
伊藤 信彦 様
薮内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様

上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
高木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様

永田 実香 様
西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
池谷 正夫 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
髙橋 靜雄 様
小西 晫也 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様

土師 詔三 様
鏡 賢志 様
野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様

鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様
法橋 建 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様

井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様
加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
福田 倫子 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
供田 扶美 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様

西村 裕紀子 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
佐野 淑子 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
高木 紘司 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様

北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様
鈴木 健之 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
柴 啓介 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様

長井 真理 様
島谷 桂子 様
高野 成子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様
伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
中井 健二 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
清水 延晏 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
伊藤 建次郎 様
宮森 景子 様
田原 喬子 様

大山 仁 様
小田 周平 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様
三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
箕田 好文 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
石堂 裕二 様
岩井 順一 様
菊池 伸彦 様
藤本 久子 様
仲田 雅也 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
石井 誠一郎 様
平井 智春 様

田中 久仁恵 様
大原 延恵 様
飯浜 修 様
野島 信明 様
椎名 功 様
小澤田 真弓 様
小松 愛実 様
米山 眞満 様
酒井 淳 様
堀内 洋志 様
曽根 史恵 様
中村 将也 様
黒田 賢一 様
浪崎 俊充 様
塩崎 豊 様
茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
野村 和子 様
榊原 陽子 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
内田 一博 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様

林 大和 様
山脇 成啓 様
和田 佳奈子 様
荻野 美穂 様
長谷部 理恵 様
中村 俊之 様
柴田 博志 様
阿部 隆夫 様
宮崎 文子 様
麻生 正信 様
古瀬 敏 様
小川 悠介 様
井上 靖代 様
鈴木 絵美留 様
髙橋 康之 様
小山 美知子 様
夛賀 浩一 様
藤谷 康男 様
皆川 幸子 様
松浦 芳香 様
森山 節子 様
大西 史子 様
菅原 史詠 様
渡瀬 洋子 様
本澤 昌宏 様

ほか171名、
2社、順不同 

日時：9月15日（土）　開演15：00（開場14：30）
会場：平成館ラウンジ　
出演：ゴラン・フィリペツ（ピアノ）
　　　金井 隆子（ソプラノ）／粟根 祐人（ピアノ）
曲目：愛の夢（リスト）　ほか　＊曲目が変更になる場合があります。
料金：5,000円　友の会・賛助会割引4,500円（全席自由）
 ＊ 当日は、コンサートチケットで総合文化展をご覧いただけます。
主催：東京国立博物館　サロン・ド・ソネット

〈チケットのお求め方法〉
□当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）
□ローソンチケット（一般販売のみ）　Ｌコード：34971
電話　 0570-000-407（10:00～20:00オペレーター対応）

0570-084-003（24時間自動音声・要Ｌコード）　
ウェブ　http://l-tike.com/
直接購入　 ローソン・ミニストップ店頭「Loppi」
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当
＊詳細は当館ウェブサイトをご確認ください。

埼玉県所沢市にある柳
やな
瀬
せ
荘
そう
（重要文化財）では、茅

かや
葺
ぶき
屋根の保全のため、月

に1回かまどの「火
ひ
炊
た
き」（燻

くん
蒸
じょう
）を行うことになりました。「火炊き」は、か

まどから煙を出して屋根裏を燻
いぶ
し、茅葺屋根の中に虫やカビを発生させな

いように事前に処置する、昔ながらの方法です。これまでにも行われていま
したが、今年の5月からは、月に1回定期的に行う
ことになりました。「火炊き」は一般公開します。
「火炊き」公開日： 毎月第2木曜日 

4月～ 9月は10：00～16：00
10月～ 3月は10：00～15：00

＊柳瀬荘の通常公開日は毎週木曜日、見学無料

お問合せ： TEL 042-944-2009（管理人：針
はり
生
ゅう
）

または 03-3822-1111（代）　経理課契約担当

東京国立博物館　秋のコンサート
～完璧なテクニックと豊かな音楽性のピアニスト～　

柳瀬荘で「火炊き」一般公開

夏休みの自由研究にも、トーハクデビューにもぴったり。ワークショップやミニ
コンサートなど、たくさんのイベントでとっておきの思い出づくりをしましょう。
対象：0歳～中学生とその保護者（小･中学生だけでの参加可）
入館料：一般620円／大学生410円
＊高校生以下は無料、特別展は高校生以上は別途料金が必要
＊子どもと一緒に来館された方は100円割引
当日のイベントの詳細は当館ウェブサイトをご確認ください。

8月5日（日）は、トーハクキッズデー!!

博物館で野外シネマ

毎年大好評のイベント、「博物館で野外シネマ」を今年も移
動映画館キノ・イグルーとの共催で開催します。今年の上
映作品は、現在新作『未来のミライ』が公開中の細田守監
督のヒット作品、『サマーウォーズ』。当日は22:00まで開館
時間を延長するので、映画鑑賞後も展示をお楽しみいただ
けます。また、バラエティに富んだキッチンカーも出店しま
す。秋の夜長を、ぜひトーハクでお楽しみください。
日時：9月21日（金）・22日（土）　19：00～
上映作品：サマーウォーズ（2009）　細田守監督
会場：本館前（雨天時は中止）
料金： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上

70歳未満の方は当日の入館料が必要）
＊事前申込不要、当日会場に集合
＊ 当日は特別夜間開館のため22：00まで開館
（入館は閉館の30分前まで）

©2009 
SUMMERWARS 
FILM PARTNERS
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● 4 ～ 9月までの日曜日、祝・休日は18：00まで
● 9月21日（金）・22日（土）は22：00まで
● 10月31日（水）、11月1日（木）は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
年末年始（12月26日〈水〉～2019年1月1日〈火・祝〉）
● 8月13日（月）、12月25日（火）、2019年3月25日
（月）は開館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● 敬老の日（9月17日〈月・祝〉）、トーハク感謝デー（12
月23日〈日・祝〉～ 25日〈火〉）は、総合文化展は
観覧無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会 　

 発行日から1年間有効
 年会費　8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス 　

 発行日から1年間有効
 年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
 年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
 年会費　1,000円（6冊分）
【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は9月10日（月）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
　当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします
（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
　専用申込フォームからお申し込みください（クレ
ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4館
共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名（ふ
りがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、⑦
年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガジン
希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記口座ま
でお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、
Twitter、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
http://www.tnm.jp/

表紙：雲龍堆朱合子（部分）　「大明宣徳年製」銘　中国　明時代・宣徳年間（1426～35）

①「曾我蕭白筆「群仙図屛風」および「林和靖図屛風」
の図像を巡る考察」ミウォシュ・ヴォズニ（当館国
際交流室アソシエイトフェロー）

②「野村正治郎の初期の活動―刺繡貿易商から骨董
商へ―」澤田和人（国立歴史民俗博物館准教授）

③《資料紹介》「長野県駒ヶ根市・宝積山光前寺所
蔵「仏涅槃図」」藤元裕二（浅草寺教化部職員）

お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは中央公論
事業出版（TEL:03-5244-5723）

定価：1,543円（税込）

特別展「マルセル・デュシャンと日本美術」、特別展「京
都 大報恩寺　快慶・定慶のみほとけ」（ともに10月2日〈火〉
～12月9日〈日〉→2ページ）無料観覧券（5組10名様）をプ
レゼントします。締切は10月10日（水）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記入のうえ、下
記までお送りください。発表は発送をもって替えさせていただ
きます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース8-9月号」プレゼント係

『MUSEUM』674号（2018年6月15日発行）の掲載論文

特別展チケットプレゼント

VR作品『DOGU 美のはじまり』7月4日（水）～9月30日（日）
これまで我が国で発見された土偶は約2万点に上
りますが、そのうち国宝に指定されているのはわ
ずか5点に過ぎません。それら５体の国宝土偶が、
本作で一堂に集結。ナビゲーターの案内により、
バーチャルリアリティ技術で美しく再現された土
偶の姿をお楽しみいただきます。縄文人の精神性、
造形力、そして美意識が遺憾なく表現された国宝
土偶を通して、そこに込められた想いを感じてみ
てください。
料金： 一般・大学生・高校生：500 円、 

小学生・中学生：300 円
＊こどもウェルカムキャンペーン：7月4日（水）～9月30日（日）は小・中学生は鑑賞無料です。

＊未就学児、障がい者とその介護者1 名は無料（1 作品／1 回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000 円／大学生800 円
＊所要時間は約35分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

TNM & TOPPANミュージアムシアター
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今日もお寺の鐘がなる
　2年間の京都国立博物館勤務を終え、4月の人事異動でトーハクに
戻ってまいりました。
　京都近辺はいうまでもなくお寺がたくさんあります。仕事上のこと
もそうですが、休みの日にもあちこち訪ねました。私の第 1の目当て
は梵

ぼん

鐘
しょう

。国宝や重要文化財のような古
こ

鐘
しょう

にはテンションが上がります。
また新しくても良いのです。鐘

しょう

楼
ろう

に下がっている姿に癒されます。
　除夜には全国で名鐘がつかれますが、日常的につくことのできる梵
鐘もあります。ある鐘の歴史をたずね、姿や形式を鑑賞し、つく。そ
んな野外ツアーやワークショップができないかなと夢想します。
 （伊藤信二）

研究員の

つ ぶ やき

滋賀県・三井寺の「三井の
晩鐘」をつく
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1
水

2
木

11：00

3
金

夜間開館（21：00まで） 　 15：00　トーハクBEER NIGHT！＊1

4
土

夜間開館（ 21：00まで）　【なりきり】「びじゅチューン！ライブ in 
トーハク」11：30、14：30＊4　 14：00　トーハクBEER NIGHT！＊1

5
日

時間延長（18:00まで）　【総合文化展】トーハクキッズデー ＊1

11：00、14：00　 14：30

6
月

休館日

7
火

8
水

9
木

10
金

夜間開館（ 21：00まで）  「禅僧の物語を描く」18：30 本館地下
教育普及スペース　 14：00

11
土・祝

夜間開館（21：00まで）　【なりきり】ファミリーワークショップ
「なりきり日本美術館★なりきりガイド」 10：00、14：00＊4　 14：30

12
日

時間延長（18：00まで）　 14：00　 15：00

13
月

14
火

15
水

16
木

15：00

17
金

夜間開館（21：00まで） 

18
土

夜間開館（ 21：00まで）　 「びじゅつがだんだん好きになってきた
子どものための講演会 」13：30　平成館大講堂　 14：00　 15：00

19
日

時間延長（18：00まで）　 11：00　 14：30

20
月

休館日

21
火

22
水

23
木

14：00

24
金

夜間開館（21：00まで） 

25
土

夜間開館（ 21：00まで）　  「からだが動くエビを作ってみよ
う」13：00　 13：30

26
日

時間延長（18：00まで）　 11：00　 15：00

27
月

休館日

28
火

「青森県つがる市亀ヶ岡遺跡の魅力」14：00　平成館考古展示室

29
水

30
木

31
金

夜間開館（21:00まで） 　

1
土

夜間開館（21：00まで） 　 11：00　 14：00

2
日

時間延長（18：00まで）　 13：30　 14：30

3
月

休館日

4
火

11：00

5
水

6
木

11：00

7
金

夜間開館（21：00まで） 　 15：00

8
土

夜間開館（21：00まで）　 14：30

9
日

時間延長（18：00まで） 
14：00　 14：30　 15：00

10
月

休館日

11
火

スペシャルツアー「インドネシアと南海の民族文化を楽しむ旅」
14：00　東洋館1階エントランス集合

12
水

「ジャワの影絵芝居ワヤン・クリ」
13：00、15：00　表慶館

13
木

11：00

14
金

夜間開館（21：00まで）　 「ジャワの影絵芝居ワヤン・クリ」
11：00、13：00　表慶館　 14：00

15
土

夜間開館（21：00まで）　 11：00　 14：00　 15：00
♪秋のコンサート 15：00 平成館ラウンジ ＊2

16
日

時間延長（18：00まで）
11：00　 11：00、13：00　 14：30

17
月・祝

時間延長（18：00まで）

18
火

休館日

19
水

スペシャルツアー「インドネシアと南海の美術工芸を楽しむ旅」
14：00　東洋館1階エントランス集合

20
木

11：00　 15：00

21
金

特別夜間開館（22：00まで） 
博物館で野外シネマ 19：00 本館前＊3　 11：00

22
土

特別夜間開館（22：00まで） 　 「世界無形文化遺産　バティックの世界を訪ねる」
13：30　平成館大講堂 　博物館で野外シネマ 19：00 本館前 ＊3　 13：30

23
日・祝

時間延長（18：00まで）　 11：00　 15：00

24
月・休

時間延長（18：00まで）

25
火

休館日

26
水

27
木

14：00

28
金

夜間開館（21：00まで）　 「気軽に椅子ヨガ in東洋館」14：00、
14：30、15：00、15：30　東洋館1室

29
土

夜間開館（21：00まで）　 「バティックに挑戦」10：00、
14：00

30
日

時間延長（18：00まで）　 「バティックに挑戦」10：00、
14：00　 14:30

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ（特別展関連事業→2ページ）
 ＝ギャラリートーク、詳細は12ページ
 ＝ワークショップ、詳細は12ページ（特別展関連事業→2ページ）
 ＝ 託児サービス実施日（12：30～15：30、8月5日のみ10：00～13：00、14：00～17：00）　 
事前予約制　有料

 ＝ ボランティアによるこどもたちのアートスタジオ　事前申込制（※8月5日は当日受付）　 
詳細は前号12ページ

 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合：本館1階エントランス、9月9日は東洋館1階エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー（※8月は休止します）、集合：本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる考古展示室ガイド、集合：平成館考古展示室入口、9月9日・30日は東洋
館1階エントランス

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合：法隆寺宝物館１階エントランス
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会（※8月は休止します）、集合：本館1階エントランス 
（9：30から集合場所で整理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー（※8月は休止します）、集合：本館1階エントランス 
（9：30から集合場所で整理券配布、先着18名）

 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー（※8月は休止します）、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド（※8・9月は休止します）、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合 :本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合 :東洋館1階エントランス（8月は「仏像の旅」、9月
は「東洋館ハイライト アジアの旅Ver.」をご案内します）

 ＝藝大大学院インターンによるギャラリートーク（※8・9月は休止します）
※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

【なりきり】＝親と子のギャラリー「なりきり日本美術館」関連事業（→ 6ページ）　
＝「博物館でアジアの旅」関連事業（→4・5ページ）　＊1＝詳細は当館ウェブサイト

＊2＝有料イベント。詳細は14ページ　＊3＝詳細は14ページ　＊4＝事前申込制（※8月4日〈土〉のライブの申込みは締め切りました）

東京国立博物館8月- 9月の展示･催し物 2018・92018・8

「博物館でアジアの旅」

特別展「縄文―1万年の美の鼓動」
親と子のギャラリー「なりきり日本美術館」


